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は
　
じ
　
め
　
に

　
願
文
と
は
仏
事
に
際
し
て
作
成
さ
れ
る
漢
文
体
の
文
書
で
、
発
願
者
の
美
質
と
功
徳
を
讃
え
、
そ
の
功
徳
を
回
向
す
る
こ
と
で
願
趣
の

成
就
を
願
う
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。
仏
事
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
晴
れ
の
文
章
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
々
の
賞
翫
に
耐
え
る
漢
文

体
の
読
み
物
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
享
受
さ
れ
て
き
た
。
『
栄
花
物
語

）
1
（

』
に
も
、
願
文
と
関
係
が
深
い
と
見
え
る
記
事
が
散
見
す
る
。
中
で
も

巻
第
二
十
五
〈
み
ね
の
月
〉
藤
原
娍
子
崩
御
記
事
に
は
、
娍
子
の
た
め
の
追
修
願
文
の
本
文
引
用
が
見
ら
れ
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。

　
御
願
文
、
大
内
記
菅
原
忠
貞
ぞ
仕
う
ま
つ
り
た
り
け
る
。
こ
の
お
は
し
ま
し
つ
る
御
有
様
を
仕
う
ま
つ
り
た
る
が
、
い
み
じ
く
あ

は
れ
な
り
け
り
。
た
だ
片
端
を
ま
ね
び
た
る
な
り
。
「
黄こ

が

ね金
の
車
並
び
寄
せ
て
、
玉
の
と
ぼ
そ
を
閉
ぢ
し
よ
り
こ
の
方
、
己
供
奉
す
る

や
何
ぞ
の
人
、
独
り
嶺れ

い

月
の
暁
の
景
、
巳
随
身
す
る
や
誰
人
ぞ
、
た
だ
林
の
鳥
の
夕
の
声
」
な
ど
、
い
み
じ
く
あ
は
れ
な
り
。
こ
の

御
願
文
を
、
あ
る
人
の
聞
き
て
詠
み
け
る
。
誰
と
知
ら
ず
。

女
子
大
國
お

　
第
百
五
十
三
号
　
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

『
栄
花
物
語
』
の
歴
史
叙
述
と
願
文

　
　
　
　
　

―
藤
原
娍
子
の
叙
述
に
お
け
る
願
文
利
用
の
様
相

―
大
　

谷
　

久

美

子
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月
の
か
げ
林
の
鳥
の
声
な
ら
で
行
き
か
ふ
人
の
な
き
ぞ
悲
し
き

宮
々
の
御
服
や
つ
れ
も
あ
は
れ
に
ぞ

）
2
（

。

　
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
本
朝
続
文
粋

）
3
（

』
巻
第
十
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
菅
原
忠
貞
「
前
皇
后
宮
職
〈
小
一
条
院
母
儀
藤
娥
子

万
寿
二
年
三
月
日
崩
〉
」
で
あ
る
。
以
下
に
願
文
の
全
文
を
挙
げ
る
。

前
皇
后
宮
藤
娥
子
。
小
一
条
院
母
儀
。
万
寿
二
年
三
月
日
崩
。

　
　
　
菅
忠
貞
朝
臣

　
　
奉
ル

図
│二

絵
シ

胎
蔵
界
曼
荼
羅
一
鋪
ヲ一

　
　
奉
ル

書
│二

写
シ

金
字
妙
法
蓮
華
経
等
ヲ一

右
諸
行
無
常
ハ

。
即
チ

是
レ

如
来
之
所
レ

説
ク

。
一
生
有
リレ

限
。
豈
非

ザ
ラ
ン

二
　
　

既
住
之
長
談
ニ一

。
分
段
之
哀
者
。
不
レ

隔
テ二

尊
卑
ヲ一

。
人
生
之
楽
者
。

猶
同

ジ
キ

二

夢
幻
ニ一

者
歟
。
伏
シ
テ

惟
ミ
ル
ニ

。
先
后
殿
下
。
徳
行
被
ヒレ

世
ヲ

。
恩
愛
洽
シレ

人
ニ

。
承

ケ
テ

二

余
慶
ヲ一

而
入
ル二

青
宮
ニ一

之
時
。
一
家
倶
ニ

期
ス二

其
ノ

後
栄
ヲ一

。
登

リ
テ

二

践
阼
ニ一

而
列

ス
ル

二

椒
房

ニ一

之
日
。
四
海
咸
ク

感
ズ二

彼
ノ

素
意
ニ一

。
況
ン
ヤ

容
華
霞
濃
カ
ニ

。
羅
袖
皆
恥
ヂ二

於
顧
眄
之
下
ニ一

。
心
樹
露
馥
シ
ク

。

瓊
裾
多
ク

長
ズ
ル
ヤ

二
　
　

於
春
秋
之
間
ニ一

。
太
子
遷
リ二

於
仙
院
ニ一

。
猶
独
リ

潔
ウ
シ

二

氷
雪
之
膚
ヲ一

。
二
弟
居
リ一

於
王
宮
ニ一

。
共
ニ

並
ブ二

蘭
竹
之
称
ヲ一

。
往
日
之
美
。

知
レ二

其
ノ

然
ル
ヲ

一

焉
。
自
二

彼
ノ

梧
岫
雲
愁
ヒ

。
汾
水
浪
咽
ブ一

。
唯
属
シ二

遺
体
之
晨
昏
ニ一

。
聊
慰

ム
ル

二

旧
儀
之
攀
慕
ヲ一

而
已
。
頃
年
雖
モ二

外
ニ

備
フ
ト

一
レ

道
ヲ

。

早
ク

落
ス二

花
首
之
飾
ヲ一

。
仮
リ二

名
ヲ

人
間
ニ一

。
不
レ

奈
ト
モ
セ

二
　
　

金
玉
之
玩

ビ
ヲ

一

。
運

ラ
シ

二

念
ヲ

上
界
ニ一

。
偏
ニ

事
ト
ス

二

香
花
之
勤

メ
ヲ

一

。
然
ル

間
今
年
之
初
。

久
シ
ク

営
ミ二

薬
石
ヲ一

。
去
春
之
暮
。
遂
ニ

別
ル二

娑
婆
ニ一

。
鸞
鏡
留
マ
ツ
テ

而
旧
照
之
景
不
レ

見
ズ

。
玉
箏
抛
ツ
テ

而
昔
撫
之
音
無
シレ

聞
ユ
ル

。
最
弟
皇
子
之

出
ヅ
ル
ヤ

二
　
　

幽
洞
ヲ一

焉
。
弥
入
ル二

畢
竟
空
之
観
ニ一

。
無
双
公
主
之
留

マ
ル
ヤ

二
　
　

深
宮
ニ一

矣
。
頻
リ
ニ

迷
フ二

愛
別
離
之
哀
ニ一

。
爰
ニ

王
舎
城
之
北
。
雲
林
院
之
西
。

金
車
長
ク

　
キ

。
玉
扃
空
シ
ク

閉
ヂ
シ

以
来
。
供
奉
ス
ル

何
物
ゾ

。
独
リ

嶺
ノ

月
之
暁
ノ

色
。
警
巡
ス
ル

誰
）
4
（

人
ゾ

。
唯
林
ノ

鳥
之
暮
ノ

声
。
姑
山
磐
石
之
従
ヒレ

孝
ニ

。
陸
歩
之
例
甫
メ
テ

成
ル

。
老
妾
旧
直
之
告
ゲレ

恩
ヲ

。
千
行
之
涙
未
ダレ

禁
ゼ

。
抑
三
帰
之
後
。
歳
月
漸
ク

移
リ

。
一
念
之
中
。
霜
露
無
シレ

結
ブ

。

定
メ
テ

超
エ二

五
障
之
関
ヲ一

。
遄
カ
ニ

到
ル二

三
覚
之
道
ニ一

。
今
既
ニ

及
ビ二

中
陰
之
期
ニ一

。
弥
欲

スレ

賁
ラ
ン
ト

二
　
　

上
生
之
果
ヲ一

。
仍
リ
テ

洒
│二

掃
シ

故
宮
之
簾
帳
ヲ一

。
供
│二
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養
ス

書
写
之
仏
経
ヲ一

。
功
徳
多
少
。
奉
ルレ

翊
ケ二

尊
儀
ヲ一

。
経
ハ

是
レ

蓬
丘
之
邈
志
也
。
殊
ニ

営
ミ二

張
伯
英
之
筆
端
ヲ一

。
仏
モ

亦
李
部
之
深
誠
也
。

幾
タ
ビ
カ

窮
ム二

顧
長
康
之
心
底
ヲ一

。
三
世
十
方
。
必
ズ

聚
メ二

於
百
七
口
之
称
讃
ヲ一

。
日
輪
烏
瑟
。
須

ラ
ク

レ

整
フ二

於
四
八
相
之
威
儀
ヲ一

。
縦
ヒ

纏
フ
モ

二

愛

網
ヲ一

。
何
ゾ

為
ラ
ン

二

南
浮
二
世
之
母
ト一

。
早
ク

装
ヒ二

妙
台
ヲ一

。
新
タ
ニ

加
フ二

西
方
十
号
之
尊
ヲ一

。
乃
至
六
趣
併
セ
テ

契
ル二

三
日
ヲ一

。
敬
ミ
テ

白
ス

。

　
　
万
寿
二
年
五
月
十
四
日
　
　
参
議
正
三
位
行
大
蔵
卿
兼
大
夫
藤
原
朝
臣
通
任
敬
白

　『
栄
花
物
語
』
が
引
用
し
た
一
節
は
、
傍
線
部
を
引
い
た
箇
所
で
、
も
と
の
漢
文
体
の
表
現
を
和
文
脈
に
な
じ
む
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る

）
5
（

。

　『
栄
花
物
語
』
と
娍
子
追
修
願
文
に
関
す
る
問
題
は
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
加
藤
静
子
氏
は
『
栄
花
物
語
』
の

死
の
叙
述
と
願
文
的
表
現
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
が
、
こ
の
願
文
引
用
部
に
つ
い
て
は
、

こ
の
願
文
引
用
の
ほ
ど
を
推
定
す
る
と
、
娍
子
の
、
し
っ
か
り
し
た
後
見
も
な
く
、
わ
が
子
の
東
宮
位
は
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な

不
如
意
を
体
験
し
、
孤
高
に
耐
え
た
境
遇
を
記
し
て
き
た
が
、
そ
の
孤
独
な
人
生
を
髣
髴
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の

死
を
、
願
文
の
効
用
同
様
に
荘
厳
し
た
の
で
あ
る

）
6
（

。

と
触
れ
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
菅
原
忠
貞
「
前
皇
后
宮
職
〈
小
一
条
院
母
儀
藤
娥
子
万
寿
二
年
三
月
日
崩
〉
」
と
『
栄
花

物
語
』
に
お
け
る
三
条
天
皇
皇
后
宮
藤
原
娍
子
の
叙
述
を
比
較
検
討
し
て
そ
の
利
用
の
様
相
を
考
察
し
、
『
栄
花
物
語
』
の
願
文
利
用
の
あ

り
よ
う
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
第
一
章
　『
栄
花
物
語
』
の
藤
原
娍
子
関
連
記
事
と
願
文

　『
栄
花
物
語
』
で
は
原
資
料
が
明
ら
か
に
で
き
な
い
ば
あ
い
が
多
い
が
、
先
述
の
如
く
、
巻
第
二
十
五
〈
み
ね
の
月
〉
に
は
娍
子
の

四
十
九
日
追
修
願
文
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
娍
子
叙
述
が
願
文
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
追
修
願
文
は
、



『
栄
花
物
語
』
の
歴
史
叙
述
と
願
文

25

渡
辺
秀
夫
氏
の
指
摘
以
来
「
死
を
見
す
え
、
亡
き
ひ
と
を
悼
む
哀
傷
様
式
の
文
学
を
培
い
育
ん
で
き
た
表
現
基
盤
と
し
て
の
願
文
世
界
の

意
義

）
7
（

」
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
願
文
は
、
故
人
の
生
前
の
有
様
、
そ
の
人
生
と
人
柄
が
総
括
さ
れ
、
そ
れ
を
賛
美
す
る
こ
と
で

故
人
が
往
生
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
仏
に
申
し
上
げ
る
た
め
の
文
章
で
も
あ
る
た
め
、
故
人
賛
美
を
目
的
と
し
た
伝
記
と
し
て

の
性
質
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
願
文
の
伝
記
的
要
素
と
『
栄
花
物
語
』
の
歴
史
叙
述
の
関
わ
り
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
娍
子
の
四
十
九
日
追
修
願
文
の
叙
述
は
、『
栄
花
物
語
』
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
願
文
の
本
文
を
見
て
み
よ
う
。

伏
シ
テ

惟
ミ
ル
ニ

。
先
后
殿
下
。
徳
行
被
ヒレ

世
ヲ

。
恩
愛
洽
シレ

人
ニ

。
承

ケ
テ

二

余
慶
ヲ一

而
入
ル二

青
宮
ニ一

之
時
。
一
家
倶
ニ

期
ス二

其
ノ

後
栄
ヲ一

。
登

リ
テ

二

践
阼
ニ一

而

列
ス
ル

二

椒
房
ニ一

之
日
。
四
海
咸
ク

感
ズ二

彼
ノ

素
意
ニ一

。

　
ま
ず
娍
子
が
徳
高
く
、愛
情
深
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、続
い
て
娍
子
の
入
内
と
立
后
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
余
慶
」

は
娍
子
の
祖
父
を
は
じ
め
と
す
る
一
家
（
小
一
条
流
）
の
人
々
の
善
行
の
結
果
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
娍
子
の
東
宮
入
内
の
理
由

に
結
び
つ
け
、
一
家
が
み
な
娍
子
に
よ
る
一
家
の
「
後
栄
」
を
期
待
し
た
と
い
う
。
そ
の
対
と
な
る
句
に
、
三
条
天
皇
の
践
祚
を
承
け
て

皇
后
に
冊
立
さ
れ
、
万
人
が
「
彼
ノ

素
意
」
に
感
じ
入
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
す
に
、
小
一
条
の
人
々
が
期
待
し
た
「
其
ノ

後
栄
」
は
天

皇
の
寵
愛
に
よ
る
娍
子
の
立
后
を
指
し
、
「
素
意
」
と
は
小
一
条
流
の
人
々
の
念
願
で
あ
っ
た
立
后
が
叶
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
と
判
断
さ

れ
る
。

　
こ
れ
は
、
『
栄
花
物
語
』
が
娍
子
立
后
を
、

そ
の
小
一
条
の
大
臣
の
御
孫
に
て
、
こ
の
宮
の
か
う
お
は
し
ま
す
こ
と
、
世
に
め
で
た
き
こ
と
に
申
し
思
へ
り
。
（
①
五
〇
八
頁
）

と
、
小
一
条
流
の
栄
誉
と
し
て
賞
賛
す
る
書
き
な
し
と
重
な
り
合
う
だ
ろ
う
。
娍
子
立
后
に
至
る
ま
で
は
、
道
長
の
「
何
ご
と
も
あ
さ
ま

し
き
ま
で
人
の
心
の
中
を
く
ま
せ
た
ま
ふ
」
（
①
五
〇
七
頁
）
と
い
う
性
格
の
有
り
難
さ
が
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
立
后
の
場
面
で

は
道
長
の
こ
う
し
た
政
治
的
配
慮
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
小
一
条
家
の
繁
栄
の
み
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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願
文
で
は
、
続
い
て
娍
子
の
後
宮
で
の
様
子
が
記
さ
れ
る
。

況
ン
ヤ

容
華
霞
濃
カ
ニ

。
羅
袖
皆
恥
ヂ二

於
顧
眄
之
下
ニ一

。
心
樹
露
馥
シ
ク

。
瓊
裾
多
ク

長
ズ
ル
ヤ

二
　
　

於
春
秋
之
間
ニ一

。

　
娍
子
は
容
貌
に
優
れ
て
天
皇
の
寵
愛
を
集
め
、
後
宮
の
女
性
た
ち
は
皆
娍
子
の
美
し
い
流
し
目
の
前
に
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
性
格
も
香
り
立
つ
ほ
ど
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
最
後
の
「
瓊
裾
」
で
「
多
」
く
を
「
長
」
じ
た
と
い
う
句
は
、
三
条
天
皇
と
の
間
に

生
ま
れ
た
四
男
二
女
を
娍
子
が
そ
の
膝
元
で
成
長
さ
せ
た
こ
と
つ
い
て
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
娍
子
が
東
宮
時
代
の
三
条
天
皇
か
ら
格
別
に
寵
愛
さ
れ
、
後
見
が
弱
い
に
も
関
ら
ず
、
多
く
の
皇
子
女
の
母
で
あ
る
こ
と
を
以
て
後
宮

の
他
の
女
性
を
圧
倒
し
た
こ
と
は
、
『
栄
花
物
語
』
に
も
た
び
た
び
記
さ
れ
て
い
る
。

　
東
宮
に
は
淑
景
舎
、
尚
侍
の
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ふ
、
宣
耀
殿
は
た
、
一
の
宮
の
御
母
女
御
に
て
、
ま
た
な
き
御
思
ひ
な
れ
ば
、
同
じ

う
は
内
に
と
思
し
た
つ
も
、
げ
に
と
見
え
た
る
こ
と
な
り
。
（
①
二
二
七
頁
）

　
師
輔
の
子
息
公
季
が
、
娍
子
が
「
一
の
宮
の
御
母
女
御
」
と
し
て
東
宮
か
ら
寵
愛
さ
れ
て
い
る
た
め
に
娘
を
東
宮
に
入
内
さ
せ
る
こ
と

を
憚
っ
た
と
い
う
。
娍
子
と
同
じ
く
東
宮
女
御
で
あ
っ
た
原
子
（
道
隆
女
）
も
、

東
宮
に
は
宣
耀
殿
の
あ
ま
た
の
宮
た
ち
お
は
し
ま
し
て
、
御
仲
ら
ひ
い
と
水
漏
る
ま
じ
げ
な
れ
ば
、
淑
景
舎
参
り
た
ま
ふ
こ
と
難
し
。

（
①
三
二
三
頁
）

と
語
ら
れ
る
如
く
、
多
く
の
皇
子
女
を
擁
す
る
娍
子
へ
の
寵
愛
ぶ
り
に
圧
倒
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
娍
子
の
東
宮
後
宮
に

お
け
る
優
位
は
、
巻
第
八
〈
は
つ
は
な
〉
に
、

　
宣
耀
殿
、
東
宮
に
は
あ
ま
た
の
宮
た
ち
率
ゐ
て
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
に
も
、
お
ぼ
ろ
け
な
ら
ぬ
御
宿
世
に
や
と
見
え
た
り
。

　
大
殿
、
尚
侍
の
殿
か
な
ら
ず
参
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
さ
ま
に
、
世
の
人
申
す
め
る
。
さ
れ
ど
殿
の
御
心
掟
の
、
さ
き
ざ
き
の
殿
ば
ら

の
御
や
う
に
人
を
な
き
に
な
し
た
ま
ふ
御
心
の
な
け
れ
ば
、
そ
の
を
り
も
な
ど
て
か
と
て
、
参
ら
せ
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふマ

マ

。
）
8
（

（
①



『
栄
花
物
語
』
の
歴
史
叙
述
と
願
文

27

三
六
七
頁
）

と
あ
り
、
妍
子
入
内
の
頃
合
を
見
計
う
道
長
の
娍
子
に
対
す
る
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
て
い
る
。
東
宮
の
子
を
多
く
擁
す

る
娍
子
の
「
御
宿
世
」
は
並
々
の
も
の
に
は
見
え
な
い
と
述
べ
つ
つ
、
そ
の
直
後
に
妍
子
入
内
の
噂
を
記
す
こ
と
で
、
今
後
、
東
宮
後
宮

に
居
並
ぶ
こ
と
に
な
る
娍
子
と
妍
子
の
様
子
を
、
物
語
の
展
望
を
含
め
て
語
っ
て
い
る
。
こ
の
叙
述
か
ら
は
、
今
は
娍
子
が
東
宮
後
宮
を

独
占
し
て
い
る
が
、
道
長
が
「
さ
き
ざ
き
の
殿
ば
ら
の
御
や
う
に
」
妍
子
を
入
内
さ
せ
て
し
ま
え
ば
、
大
し
た
後
見
の
な
い
娍
子
は
「
な

き
に
な
」
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
前
提
が
う
か
が
え
よ
う
。
物
語
が
述
べ
る
よ
う
な
、
他
の
女
性
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
の
寵
愛
を
受
け

る
娍
子
の
幸
い
な
状
況
は
、
実
は
道
長
の
執
政
者
と
し
て
の
「
御
心
掟
」
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
娍
子
所
生
の
皇
子
た
ち
に
つ
い
て
、
願
文
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

太
子
遷

リ二

於
仙
院
ニ一

。
猶
独
リ

潔
ウ
シ

二

氷
雪
之
膚
ヲ一

。
二
弟
居
リ一

於
王
宮
ニ一

。
共
ニ

並
ブ二

蘭
竹
之
称
ヲ一

。
往
日
之
美
。
知
レニ

其
ノ

然
ル
ヲ

一
　

焉
。

　
東
宮
か
ら
帝
位
を
経
ず
に
上
皇
と
な
っ
た
「
太
子
」（
小
一
条
院
、敦
明
親
王
）
を
別
格
の
存
在
と
し
つ
つ
、
そ
の
弟
で
あ
る
「
二
弟
」（
敦

儀
・
敦
平
親
王
）
を
宮
中
に
お
い
て
名
声
を
並
べ
る
優
れ
た
人
物
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
皇
子
の
母
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
娍
子

の
優
れ
た
人
柄
を
推
察
す
べ
き
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

　『
栄
花
物
語
』
で
は
、
巻
第
十
〈
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
〉
に
娍
子
所
生
の
皇
子
に
対
す
る
言
及
が
見
え
る
。

　
宮
た
ち
も
参
ら
せ
た
ま
へ
る
御
有
様
い
と
い
と
め
で
た
し
。
上
の
女
房
た
ち
、
さ
ま
ざ
ま
の
世
の
例
に
引
き
い
で
き
こ
え
さ
せ
て
、

「
中
ご
ろ
と
な
り
て
は
、
か
や
う
に
宮
た
ち
お
は
し
ま
す
や
う
も
な
し
。
村
上
の
先
帝
こ
そ
、
宮
た
ち
多
く
お
は
し
ま
し
な
ど
し
て
、

を
か
し
う
、
女
房
も
明
暮
用
意
し
た
り
け
れ
。
寛
平
の
御
時
な
ど
も
、
な
ほ
を
か
し
き
事
ど
も
あ
り
け
り
。
ま
づ
は
陽
成
天
皇
の
御

子
た
ち
、
い
み
じ
う
す
き
を
か
し
う
お
は
し
ま
し
て
、
か
く
、

　
　
来
や
来
や
と
待
つ
夕
暮
と
今
は
と
て
か
へ
る
朝
と
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
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と
い
ふ
歌
を
、
知
り
通
ひ
た
ま
ひ
け
る
所
ど
こ
ろ
に
遣
は
し
た
り
け
れ
ば
、
本
院
の
侍
従
と
い
ふ
人
、
か
く
ぞ
聞
え
た
り
け
る
、

　
　
夕
暮
は
頼
む
心
に
な
ぐ
さ
め
つ
帰
る
朝
は
消
ぬ
べ
き
も
の
を

と
か
。
こ
れ
ぞ
あ
る
が
な
か
に
を
か
し
く
思
さ
れ
け
る
」
な
ど
、
昔
事
を
言
ひ
出
で
つ
つ
、
宮
々
の
御
有
様
を
聞
え
あ
へ
り
。
「
な
ほ

こ
の
御
な
か
に
、
式
部
卿
宮
は
、
心
こ
と
に
お
は
し
ま
す
か
し
」
な
ど
聞
ゆ
れ
ば
、
「
さ
て
中
務
宮
は
わ
ろ
く
や
お
は
し
ま
す
」
「
兵

部
卿
宮
は
う
つ
く
し
う
お
は
し
ま
す
」
な
ど
、
お
の
お
の
思
ひ
思
ひ
に
聞
え
さ
す
る
も
を
か
し
。
（
①
四
九
九
～
五
〇
〇
頁
）

　
こ
れ
は
物
語
の
年
立
で
言
う
と
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。
「
式
部
卿
宮
」（
敦
明
親
王
）
を
別
格
の
存
在
と
し
つ
つ
、「
中

務
宮
」
（
敦
儀
親
王
）
と
「
兵
部
卿
宮
」
（
敦
平
親
王
）
も
そ
れ
ぞ
れ
に
優
れ
て
い
る
と
賞
賛
す
る
の
は
願
文
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
敦

明
親
王
に
は
素
行
に
問
題
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た

）
9
（

し
、
敦
儀
・
敦
平
親
王
は
長
和
元
年
時
点
で
は
ま
だ
元
服
し
て
お
ら
ず
、
官
職
で
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
の
そ
の
職
に
は
な
い
。
当
該
場
面
は
、
願
文
の
表
現
を
取
り
込
ん
だ
結
果
の
叙
述
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

）
10
（

。

　
さ
ら
に
こ
の
場
面
で
は
、
三
条
天
皇
の
皇
子
が
、
村
上
天
皇
か
ら
宇
多
天
皇
、
そ
し
て
陽
成
天
皇
の
皇
子
へ
と
時
代
を
遡
っ
て
な
ぞ
ら

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
こ
で
陽
成
天
皇
の
皇
子
の
例
が
持
ち
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
村
上
天
皇
は
『
栄
花
物
語
』
の
歴

史
叙
述
の
起
点
、宇
多
天
皇
は
『
栄
花
物
語
』
の
始
発
に
見
定
め
ら
れ
た
天
皇
で
あ
り
、
か
つ
聖
帝
と
称
さ
れ
た
帝
で
も
あ
る
。
し
か
し
『
栄

花
物
語
』
は
、
そ
の
歴
史
叙
述
の
範
疇
外
に
ま
で
遡
っ
て
陽
成
天
皇
の
例
を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
陽
成
天
皇
は
時
の
執
政
者
藤
原
基
経
と
折
り
合
い
が
悪
く
、
別
皇
統
の
光
孝
天
皇
に
譲
位
し
た
後
、
そ
の
皇
統
は
途
絶
し
た
。
三
条
天

皇
の
皇
統
も
一
時
は
敦
明
親
王
が
東
宮
に
立
て
ら
れ
る
も
の
の
親
王
は
自
ら
東
宮
を
退
位
し
、
皇
位
を
継
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
先
の
歴
史
叙
述
を
見
据
え
て
、
敢
え
て
こ
こ
に
皇
統
断
絶
を
想
起
さ
せ
る
陽
成
天
皇
と
そ
の
皇
子
の
話
が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
『
栄
花
物
語
』
は
、
三
条
天
皇
の
即
位
を
語
っ
た
直
後
、
つ
ま
り
三
条
朝
の
始
発
の
場
面
で
、
こ
う
し
た
皇
統
を
意
識
し
た
叙
述
を

差
し
挟
み
、
三
条
天
皇
の
皇
子
が
多
い
こ
と
を
聖
帝
の
御
世
と
重
ね
、
ま
た
願
文
の
叙
述
を
用
い
て
皇
子
た
ち
を
賞
賛
し
つ
つ
も
、
そ
こ



『
栄
花
物
語
』
の
歴
史
叙
述
と
願
文

29

に
独
自
に
皇
統
に
関
す
る
展
望
を
示
し
た
も
の
と
見
え
る
。
断
絶
し
た
陽
成
天
皇
の
皇
統
の
影
を
三
条
天
皇
の
皇
統
に
重
ね
合
わ
せ
、
三

条
天
皇
の
皇
子
た
ち
の
皇
統
の
断
絶
を
予
期
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
検
討
し
て
き
た
如
く
、『
栄
花
物
語
』
の
娍
子
叙
述
は
、
願
文
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

と
く
に
そ
の
立
后
、
寵
愛
、
皇
子
と
い
っ
た
娍
子
へ
の
賛
美
的
な
叙
述
は
、
願
文
と
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
『
栄
花
物
語
』
は
願
文

を
娍
子
賛
美
の
叙
述
に
利
用
し
つ
つ
も
、
物
語
の
中
核
と
な
る
九
条
流
発
展
史
―
―
道
長
の
栄
花
と
は
齟
齬
し
な
い
よ
う
な
書
き
な
し
を

加
え
て
い
る
。
立
后
、
寵
愛
に
つ
い
て
は
、
九
条
流
に
は
属
さ
な
い
女
性
で
あ
り
な
が
ら
破
格
の
幸
い
を
得
た
と
し
、
そ
の
幸
い
を
道
長

の
政
治
的
配
慮
や
性
格
と
関
わ
ら
せ
て
書
く
こ
と
で
為
政
者
道
長
の
卓
絶
性
を
証
す
も
の
と
し
て
い
る
。
皇
子
に
つ
い
て
は
そ
の
皇
統
の

断
絶
を
想
起
さ
せ
る
挿
話
と
、
願
文
的
な
賛
美
の
叙
述
と
を
同
時
に
示
し
、
優
れ
た
皇
子
で
は
あ
っ
て
も
、
皇
統
を
継
ぐ
存
在
で
は
な
い

こ
と
を
巧
み
に
示
す
記
事
に
仕
立
て
て
い
る
。
『
栄
花
物
語
』
は
原
資
料
を
巧
み
に
用
い
て
、
九
条
流
の
発
展
史
を
描
く
と
い
う
基
本
姿
勢

に
沿
っ
て
、
道
長
の
栄
花
と
相
反
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
深
く
娍
子
関
連
記
事
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
二
章
　『
栄
花
物
語
』
の
藤
原
娍
子
崩
御
記
事
と
願
文

　『
栄
花
物
語
』
の
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
は
、
巻
第
二
十
七
〈
こ
ろ
も
の
た
ま
〉
に
、

　
あ
さ
ま
し
う
い
み
じ
う
、
え
さ
ら
ぬ
人
々
を
置
き
て
別
れ
た
ま
ふ
人
多
か
る
年
の
有
様
、
い
は
ん
方
な
く
心
憂
し
や
。
誰
も
よ
そ

よ
そ
な
れ
ば
こ
そ
お
ろ
か
に
も
あ
れ
、
お
の
お
の
の
御
家
に
は
、
こ
れ
に
似
た
る
こ
と
な
し
と
の
み
思
し
ま
ど
ふ
ぞ
、
げ
に
い
み
じ

う
あ
は
れ
に
見
え
た
ま
ひ
け
る
。
か
へ
す
が
へ
す
世
語
に
も
し
つ
べ
き
年
の
有
様
に
こ
そ
、
情
け
な
う
心
憂
け
れ
。
（
③
四
〇
頁
）

と
総
括
さ
れ
る
如
く
、
娍
子
（
三
条
天
皇
皇
后
宮
）
・
寛
子
（
道
長
女
・
小
一
女
院
妃
）
・
嬉
子
（
道
長
女
・
東
宮
妃
）
・
斉
信
女
（
道
長
男

長
家
室
）
の
死
を
中
心
に
、
道
長
と
関
わ
り
の
深
い
女
性
た
ち
の
死
が
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
据
え
ら
れ
て
い
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る
の
が
娍
子
崩
御
記
事
で
あ
る
。

　
娍
子
が
死
の
床
に
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、『
栄
花
物
語
』
巻
第
二
十
四
〈
わ
か
ば
え
〉
末
尾
に
お
い
て
寛
子
病
悩
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
巻
第
二
十
五
〈
み
ね
の
月
〉
の
前
半
は
、
娍
子
崩
御
の
た
め
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
『
栄
花
物
語
』
巻
第
二
十
五
〈
み

ね
の
月
〉
の
娍
子
崩
御
記
事
と
願
文
を
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。

　
娍
子
は
、
万
寿
二
年
の
年
頭
か
ら
病
重
篤
と
な
り
、
三
月
二
十
五
日
崩
御
し
た
。
願
文
で
は
、

然
ル

間
今
年
之
初
。
久
シ
ク

営
ミ二

薬
石
ヲ一

。
去
春
之
暮
。
遂
ニ

別
ル二

娑
婆
ニ一

。

と
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
に
は
、

つ
ひ
に
三
月
つ
ご
も
り
に
花
と
と
も
に
別
れ
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
（
②
四
六
六
頁
）

と
あ
り
、
「
つ
ひ
に
」
と
「
別
る
」
と
い
う
言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
願
文
に
も
見
ら
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
『
栄
花
物
語
』
正
編
に
は

八
十
三
人
の
死
が
記
さ
れ
て
お
り
、
死
を
い
う
言
葉
が
二
一
六
回
使
わ
れ
、
死
ぬ
こ
と
を
表
す
語
は
二
十
九
語
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、

特
定
の
個
人
の
死
を
述
べ
る
の
に
「
別
る
」
の
語
を
用
い
る
の
は
娍
子
の
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る

）
11
（

。
こ
の
「
別
る
」
の
語
は
娍
子
崩
御
を

述
べ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
特
殊
な
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
は
願
文
の
表
現
か
ら
影
響
を
受
け
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
実
際
に

は
二
十
五
日
で
あ
っ
た
娍
子
崩
御
の
日
が
「
つ
ご
も
り
」
と
さ
れ
て
い
る
点
に
も
願
文
の
「
暮
」
の
語
か
ら
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。
三

月
尽
詩
に
見
え
る
如
き
春
と
の
別
れ
を
惜
し
む
心
情

）
12
（

が
、
人
と
の
死
別
を
惜
し
む
追
修
願
文
に
取
り
込
ま
れ
、
『
栄
花
物
語
』
の
叙
述
に
影

響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
続
い
て
、
娍
子
崩
御
に
対
す
る
周
囲
の
悲
嘆
の
有
様
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
願
文
で
も
「
無
双
公
主
」
と
呼
ば
れ

る
娍
子
鍾
愛
の
皇
女
、
禔
子
内
親
王
の
様
子
で
あ
る
。
願
文
で
は
、

無
双
公
主
之
留

マ
ル
ヤ

二
　
　

深
宮
ニ一

矣
。
頻
リ
ニ

迷
フ二

愛
別
離
之
哀
ニ一

。
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と
あ
る
。
こ
の
禔
子
内
親
王
の
様
子
を
『
栄
花
物
語
』
で
見
て
み
る
と
、

姫
宮
の
ま
い
て
せ
き
あ
へ
さ
せ
た
ま
は
ぬ
ほ
ど
、
あ
は
れ
に
い
み
じ
く
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
。
（
②
四
六
五
～
四
六
六
頁
）

む
げ
に
大
人
に
お
は
し
ま
す
院
な
ど
だ
に
い
み
じ
う
思
し
め
す
。
ま
し
て
姫
宮
は
思
し
め
し
入
り
た
る
、
こ
と
わ
り
に
見
え
さ
せ
た

ま
ふ
。
（
②
四
六
六
～
四
六
七
頁
）

姫
宮
は
あ
る
か
な
き
か
の
御
気
色
に
て
あ
か
さ
せ
た
ま
ふ
。
（
②
四
七
一
頁
）

な
ど
、
娍
子
崩
御
の
直
前
と
直
後
、
そ
し
て
葬
送
の
場
面
に
繰
り
返
し
悲
嘆
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
無
双
公
主
」
が
「
頻
」
に
「
愛

別
離
之
哀
」
に
「
迷
」
う
と
い
う
表
現
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　『
栄
花
物
語
』
で
は
禔
子
内
親
王
の
他
に
も
、
娍
子
崩
御
を
嘆
く
存
在
と
し
て
年
老
い
た
乳
母
の
姿
を
採
り
上
げ
て
い
る
。

御
乳
母
の
式
部
の
宣
旨
八
十
ば
か
り
に
て
、
よ
ろ
づ
あ
は
れ
な
る
も
の
に
思
し
め
し
は
ぐ
く
ま
せ
た
ま
ひ
つ
る
に
、
後
れ
た
て
ま
つ

り
た
る
ほ
ど
、
い
へ
ば
お
ろ
か
に
い
み
じ
き
に
、
何
ご
と
も
な
く
て
、
た
だ
消
え
に
消
え
入
り
て
、
も
の
も
お
ぼ
え
ね
ば
、
息
子
の

衛
門
大
夫
致
方
来
て
、
よ
ろ
づ
に
慰
め
、
湯
飲
ま
せ
な
ど
す
れ
ど
、
か
へ
し
つ
つ
惑
ふ
、
こ
と
わ
り
に
い
み
じ
く
な
ん
。
（
②
四
六
七
頁
）

　
こ
こ
で
娍
子
の
死
を
悲
し
む
「
八
十
ば
か
り
」
の
老
い
た
乳
母
の
姿
は
、「
老
妾
旧
直
之
告

ゲレ

恩
ヲ

。
千
行
之
涙
未
ダレ

禁
ゼ

」
と
い
う
願
文
の
「
老

妾
」
の
姿
と
重
な
る
。
願
文
が
娍
子
崩
御
の
悲
嘆
を
記
す
場
面
に
見
え
る
「
無
双
公
主
」
と
「
老
妾
」
が
『
栄
花
物
語
』
で
も
娍
子
崩
御

を
悲
嘆
す
る
人
物
と
し
て
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
娍
子
崩
御
記
事
で
は
、
万
寿
二
年
の
「
歴
史
認
識
の
体
現
者

）
13
（

」
と

も
捉
え
ら
れ
る
小
一
条
院
が
悲
嘆
の
中
心
に
な
ら
な
い
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
は
あ

る
が
、
娍
子
崩
御
の
場
面
で
小
一
条
院
の
姿
が
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
原
資
料
と
し
た
願
文
の
叙
述

か
ら
の
間
接
的
影
響
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

　
続
く
哀
悼
和
歌
に
も
願
文
か
ら
の
影
響
が
想
定
で
き
る
。
娍
子
葬
送
を
終
え
た
場
面
の
和
歌
を
見
て
み
よ
う
。
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思
ひ
や
れ
胸
や
は
あ
く
る
音
高
み
霊
の
夜
殿
の
戸
を
閉
ぢ
し
よ
り
（
②
四
七
一
頁
）

　
こ
の
和
歌
は
、
「
ま
た
の
日
の
二
日
ば
か
り
あ
り
て
、
宮
の
内
侍
、
命
婦
な
ど
い
ふ
人
の
も
と
に
、
「
い
か
な
る
心
地
し
て
帰
り
け
ん
」

な
ど
問
ひ
た
る
返
事
」
（
同
右
）
で
あ
る
と
い
う
。
上
の
句
と
下
の
句
は
、
「
胸
」
が
「
あ
く
」
に
対
し
て
「
戸
」
が
「
閉
ぢ
」
る
と
い
う

対
句
的
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
下
句
は
「
玉
扃
空
シ
ク

閉
ヂ
シ

以
来
」
と
い
う
願
文
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
和
語
に
置
き
換
え
た
よ
う
な

表
現
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
願
文
の
漢
文
体
の
表
現
を
和
文
脈
に
な
じ
む
よ
う
に
置
き
換
え
て
用
い
つ
つ
、
現
在
の
悲
し
み
に
満
ち

た
心
情
を
和
歌
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
和
歌
を
遣
り
取
り
し
た
と
い
う
「
宮
の
内
侍
」
と
「
命
婦
」

が
と
も
に
詳
細
不
明
の
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
和
歌
は
『
栄
花
物
語
』
の
創
作
で
あ
る
可
能
性
が
う
か
が
わ
れ
、
ま
た
そ
の
着

想
は
願
文
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
思
ひ
や
れ
」
の
和
歌
と
同
様
に
、
四
十
九
日
法
会
で
願
文
を
聞
い
た
「
あ
る
人
」
が
詠
ん
だ
と
い
う
、

月
の
か
げ
林
の
鳥
の
声
な
ら
で
行
き
か
ふ
人
の
な
き
ぞ
悲
し
き

の
和
歌
も
、
「
玉
扃
空
シ
ク

閉
ヂ
シ

以
来
」
に
続
く
一
節
、

供
奉
ス
ル

何
物
ゾ

。
独
リ

嶺
ノ

月
之
暁
ノ

色
。
警
巡
ス
ル

誰
人
ゾ

。
唯
林
ノ

鳥
之
暮
ノ

声
。

と
い
う
願
文
の
言
葉
を
和
語
に
置
き
換
え
て
用
い
る
こ
と
で
、
願
文
の
悲
嘆
の
叙
述
を
も
と
に
遺
さ
れ
た
人
々
の
現
在
の
悲
し
み
を
表
現

し
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
「
思
ひ
や
れ
」
の
和
歌
と
同
様
の
手
法
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
娍
子
崩
御
記
事
は
願
文
の
叙
述
・
表
現
か
ら
の
影
響
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
『
栄
花
物
語
』
は
娍
子
の
四
十
九
日

法
会
の
場
面
に
限
っ
て
願
文
の
一
節
を
の
み
部
分
的
に
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
悲
嘆
の
中
心
と
な
る
人
物
、
場
面
の
構
成
や

表
現
、
和
歌
に
ま
で
願
文
か
ら
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
、
崩
御
記
事
全
体
に
わ
た
っ
て
娍
子
四
十
九
日
願
文
が
原
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
栄
花
物
語
』
は
、
娍
子
崩
御
に
関
す
る
場
面
を
、
月
日
な
ど
の
詳
細
は
日
記
な
ど
の
他
資
料
に
よ
っ
て
補
い
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つ
つ
、
そ
の
場
面
の
叙
述
の
細
部
（
採
り
上
げ
る
人
物
や
表
現
、
和
歌
な
ど
）
に
は
願
文
の
悲
嘆
を
述
べ
た
部
分
の
表
現
を
取
り
込
み
、

そ
れ
ら
の
叙
述
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
構
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
冒
頭
に
述
べ
た
如
く
、『
栄
花
物
語
』
の
万
寿
二
年
は
、
娍
子
・
寛
子
・
嬉
子
・
斉
信
女
の
死
を
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
配
し
て
叙
述
し
て
い

る
が
、
小
一
条
院
妃
寛
子
、
東
宮
妃
嬉
子
は
道
長
の
娘
で
あ
り
、
斉
信
女
は
道
長
の
息
子
長
家
の
室
で
あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
娍
子
は

道
長
と
の
関
わ
り
が
薄
い
。
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
道
長
の
娘
婿
（
小
一
条
院
）
の
母
と
い
う
間
柄
で
あ
る
。
小
一
条
院
に
と
っ
て
は
母
の

娍
子
よ
り
寛
子
の
死
が
道
長
と
の
関
係
の
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
し
、
道
長
に
と
っ
て
は
寛
子
よ
り
嬉
子
の
死
が
皇
統
と
の

関
わ
り
か
ら
も
重
大
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
斉
信
は
子
を
遺
し
て
亡
く
な
っ
た
嬉
子
よ
り
子
す
ら
遺
さ
ず
亡
く
な
っ
た
斉
信
女
の

死
の
方
が
悲
し
み
が
深
い
と
物
語
中
で
主
張
し
て
い
る
。
娍
子
よ
り
寛
子
、
寛
子
よ
り
嬉
子
、
嬉
子
よ
り
斉
信
女
の
死
が
遺
族
に
深
い
悲

し
み
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
、
一
年
の
経
過
と
と
も
に
死
別
の
悲
し
み
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
が
『
栄
花
物
語
』
の
万
寿
二
年
に

は
見
て
取
れ
る
。
か
か
る
意
図
の
も
と
、
娍
子
の
崩
御
は
、
道
長
と
の
関
わ
り
は
薄
い
な
が
ら
も
、
哀
別
の
一
年
を
描
く
万
寿
二
年
の
春

の
死
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
第
三
章
　
藤
原
娍
子
の
叙
述
に
お
け
る
願
文
利
用

  

も
ち
ろ
ん
『
栄
花
物
語
』
は
、
娍
子
を
語
る
に
際
し
て
願
文
の
み
を
利
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
物
語
中
に
は
、
願
文
に
は
見
え
な
い

よ
う
な
娍
子
の
立
場
の
不
安
定
さ
や
不
遇
な
様
子
が
記
さ
れ
て
も
い
る
。
願
文
に
よ
っ
て
娍
子
像
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

物
語
に
お
け
る
娍
子
叙
述
を
考
え
た
と
き
に
着
目
さ
れ
た
の
が
願
文
と
い
う
資
料
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
願
文
の
叙
述
が
意
図
的
に
そ
れ
ぞ

れ
の
場
面
に
取
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
『
栄
花
物
語
』
は
娍
子
関
連
記
事
に
願
文
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
願
文
を
利
用
し

て
娍
子
の
幸
い
を
叙
述
す
る
こ
と
は
、
こ
の
物
語
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
道
長
と
の
関
わ
り
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を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
中
関
白
家
の
没
落
後
、
朝
廷
の
一
の
人
と
な
っ
た
道
長
は
、
三
条
天
皇
の
東
宮
敦
成
親
王
の
外
祖
父
と
し
て
、
近
い
将
来
に
そ
の
栄
華

が
約
束
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
道
長
の
二
女
妍
子
が
中
宮
に
立
て
ら
れ
た
後
、
皇
后
宮
に
立
て
ら
れ
た
娍
子
の
存
在
は
、
道
長
に
と
っ
て
は

快
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
三
条
天
皇
の
退
位
に
次
い
で
敦
成
親
王
（
後
一
条
天
皇
）
が
即
位
す
る
に
至
っ
て
、
外
祖
父
道
長
の
栄

華
は
決
定
的
に
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
敦
良
親
王
を
東
宮
に
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
勢
を
磐
石
に
し
た
い
道
長
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
阻
む

三
条
天
皇
と
敦
明
親
王
の
存
在
は
、
大
き
な
障
害
で
し
か
な
く
、
結
果
両
者
は
互
い
に
強
く
反
発
し
あ
っ
た
。
娍
子
に
と
っ
て
も
、
道
長

は
三
条
天
皇
の
退
位
を
急
ぎ
、
ま
た
敦
明
親
王
の
立
太
子
に
反
対
す
る
権
力
者
で
あ
っ
て
、
相
容
れ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
に
あ
っ
て
後
見
の
弱
い
娍
子
や
そ
の
子
女
は
道
長
を
中
心
と
す
る
貴
族
ら
か
ら
は
概
ね
冷
遇
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、『
栄
花
物
語
』
の
叙
述
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
娍
子
は
道
長
お
よ
び
周
囲
の
貴
族
た
ち
か
ら
軽
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
道
長
は
、
娍
子
に
対
し
て
実
に
細
や
か
な
気
遣
い
を
見
せ
て
さ
え
い
る
。
た
と
え
ば
第
一
章
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
、
妍
子
の
東
宮

入
内
が
噂
に
な
っ
た
際
に
は
、
道
長
が
娍
子
に
配
慮
し
て
妍
子
入
内
を
遅
ら
せ
て
い
る
よ
う
な
書
き
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
大
殿
、
尚
侍
の
殿
か
な
ら
ず
参
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
さ
ま
に
、
世
の
人
申
す
め
る
。
さ
れ
ど
殿
の
御
心
掟
の
、
さ
き
ざ
き
の
殿
ば
ら

の
御
や
う
に
人
を
な
き
に
な
し
た
ま
ふ
御
心
の
な
け
れ
ば
、
そ
の
を
り
も
な
ど
て
か
と
て
、
参
ら
せ
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふマ

マ

。
）
14
（

（
①

三
六
七
頁
）

　
娍
子
は
東
宮
の
子
女
を
多
く
儲
け
て
お
り
、
そ
の
「
御
宿
世
」
は
並
々
で
は
な
い
と
語
ら
れ
て
は
い
る
が
、
道
長
が
「
さ
き
ざ
き
の
殿

ば
ら
の
御
や
う
」
な
性
格
で
は
な
い
か
ら
妍
子
が
ま
だ
東
宮
に
入
内
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
娍
子
は
恵
ま
れ
た
人

生
を
送
っ
て
い
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
円
融
天
皇
の
時
代
に
道
長
の
父
兼
家
が
、
父
を
亡
く
し
た
中
宮
媓
子

に
憚
ら
ず
に
娘
詮
子
を
入
内
さ
せ
た
と
い
う
巻
第
三
〈
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
〉
の
叙
述
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
巻
に
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は
兼
家
が
立
后
を
め
ぐ
っ
て
円
融
天
皇
と
軋
轢
を
起
こ
し
た
こ
と
も
語
ら
れ
て
い
た
。
『
栄
花
物
語
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
為
政
者
と
は
違
う
、

道
長
の
理
想
性
を
こ
う
し
た
円
滑
な
後
宮
政
策
の
采
配
に
求
め
、
娍
子
と
い
う
幸
い
人
の
存
在
を
そ
の
理
想
性
の
証
と
し
て
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
娍
子
立
后
は
道
長
が
強
い
勧
め
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
そ
の
場
面
で
も
、

　
内
に
は
今
は
、
宣
耀
殿
女
御
の
御
事
を
い
か
で
と
思
し
め
せ
ど
、
す
が
や
か
に
殿
に
は
申
さ
せ
た
ま
は
ぬ
ほ
ど
に
、
（
中
略
）

　
か
か
る
ほ
ど
に
、
大
殿
の
御
心
、
何
ご
と
も
あ
さ
ま
し
き
ま
で
人
の
心
の
中
を
く
ま
せ
た
ま
ふ
に
よ
り
、
内
裏
に
し
ば
し
ば
参
ら

せ
た
ま
ひ
て
、
「
こ
こ
ら
の
宮
た
ち
お
は
し
ま
す
に
、
宣
耀
殿
の
か
く
て
お
は
し
ま
す
、
い
と
ふ
び
ん
な
る
こ
と
に
は
べ
り
。
早
う
こ

の
御
事
を
こ
そ
せ
さ
せ
た
ま
は
め
」
と
奏
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
（
①
五
〇
六
～
五
〇
七
頁
）

と
あ
る
。
三
条
天
皇
は
娍
子
立
后
を
望
ん
で
い
た
が
、
道
長
に
は
言
え
ず
に
い
た
。
そ
れ
に
気
付
い
た
道
長
が
、
天
皇
に
娍
子
立
后
を
奏

上
し
た
と
い
う
。
既
に
三
条
天
皇
の
意
志
に
よ
っ
て
妍
子
が
中
宮
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、
改
め
て
皇
后
宮
に
立
て
る
必
要
は
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
娍
子
立
后
を
奏
上
し
た
の
は
、
「
何
ご
と
も
あ
さ
ま
し
き
ま
で
人
の
心
の
中
を
く
ま
せ
た
ま
ふ
」
と
い
う
道
長
の
性
格
に
よ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
道
長
に
遠
慮
す
る
三
条
天
皇
の
「
心
の
中
」
を
汲
み
取
っ
た
道
長
が
、
「
公
の
御
後
見
」
（
②
一
七
六
頁
）
と
し
て
、

政
治
的
立
場
を
異
に
す
る
は
ず
の
娍
子
の
立
后
を
天
皇
に
勧
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
天
皇
さ
え
決
心
で
き
な
か
っ
た
娍
子
立
后

が
実
現
し
、
万
人
が
娍
子
の
幸
い
と
小
一
条
家
の
繁
栄
に
感
じ
入
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
実
際
に
は
娍
子
の
立
后
は
、

二
十
七
日
、
甲
子
、
（
中
略
）
大
臣
不
可
被
参
、
今
日
立
后
内
弁
可
奉
仕
、
又
未
剋
可
有
宣
命
事
、
早
参
入
者
、
（
中
略
）
時
剋
多
移

不
帰
参
、
若
是
無
申
通
之
人
歟
、
頭
弁
并
敦
頼
朝
臣
同
成
此
疑
、
相
府
立
后
事
頻
有
妨
遏
之
故
也
、
万
人
致
怖
畏
、
按
察
中
納
言
隆
家
、

右
衛
門
督
懐
平
、
修
理
大
夫
通
任
等
参
入
、
自
余
卿
相
候
中
宮
、
東
三
条
、
左
府
同
坐
云
、
召
使
令
申
諸
卿
可
参
内
之
由
、
召
出
卿
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相
前
、
口
々
嘲
哢
罵
辱
、
不
可
敢
云
、
似
無
公
事
、
（
『
小
右
記
』
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
四
月
二
十
七
日
条
）

と
実
資
が
記
す
よ
う
に
、
三
条
天
皇
の
強
い
希
望
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
切
不
関
与
の
態
度
を
貫
く
道
長
の
不
快
を
恐

れ
た
貴
族
ら
の
反
発
を
受
け
、
公
事
と
は
思
え
な
い
寂
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
も
道
長
に
お
も
ね
る
人
々
は
「
皇
后
宮
辺

事
諸
卿
有
難
承
之
気
色
、
太
奇
々
々
」
（
『
小
右
記
』
長
和
元
年
八
月
七
日
条
）
と
あ
る
如
く
、
娍
子
や
そ
の
皇
子
女
と
の
関
わ
り
合
い
を

敬
遠
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
そ
の
皇
子
に
つ
い
て
も
、
道
長
や
他
の
貴
族
ら
は
、『
栄
花
物
語
』
の
よ
う
な
高
い
評
価
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
。
願
文
で
は
「
太

子
遷

リ二

於
仙
院
ニ一

。
猶
独
リ

潔
ウ
シ

二

氷
雪
之
膚
ヲ一

」
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
敦
明
親
王
は
と
く
に
貴
族
た
ち
か
ら
の
評
判
芳
し
か
ら
ず

）
15
（

、
三
条
天
皇

ま
で
が
そ
の
立
太
子
を
危
ぶ
み
、
同
母
弟
の
敦
儀
親
王
を
東
宮
に
立
て
る
こ
と
を
考
え
た
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
し
、
娍
子
所
生
皇
子
の

立
太
子
を
望
む
三
条
天
皇
に
対
し
、
道
長
は
「
当
時
宮
達
不
可
奉
立
東
宮
、
依
不
可
堪
其
器
、
故
院
三
宮
足
為
東
宮
」
（
『
小
右
記
』
長
和

四
年
（
一
〇
一
五
）
十
月
二
日
条
）
と
述
べ
て
い
る
。
娍
子
所
生
の
三
条
天
皇
の
皇
子
た
ち
は
東
宮
に
堪
え
う
る
器
で
は
な
い
と
し
て
彰

子
所
生
の
外
孫
・
敦
良
親
王
の
立
太
子
を
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
の
娍
子
所
生
皇
子
へ
の
高
い
評
価
、
敦
明
親
王
を
別

格
と
し
て
二
人
の
弟
を
賞
賛
す
る
と
い
う
記
述
は
、
当
時
の
世
評
に
沿
っ
た
も
の
と
は
言
い
難
く
、
や
は
り
願
文
の
叙
述
を
取
り
込
ん
で

為
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
『
栄
花
物
語
』
が
そ
こ
に
独
自
の
書
き
な
し
を
加
え
、
道
長
と
は
直
接
的
に
関
わ
ら
な

い
か
た
ち
で
巧
妙
に
三
条
皇
統
の
断
絶
を
思
わ
せ
る
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
娍
子
の
幸
い
に
関
す
る
叙
述
―
―
願
文
と
の
共
通
が
見
ら
れ
る
叙
述
は
、
す
べ
て
道
長
と
の
関
わ
り
が
念
頭
に

置
か
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
道
長
の
執
政
を
「
正
法
を
も
て
国
を
治
め
、非
道
の
政
な
」（
②
一
七
八
頁
）
い
と
語
る
『
栄
花
物
語
』
に
と
っ

て
、
道
長
の
執
政
期
に
お
い
て
道
長
勢
力
と
は
相
容
れ
ず
、
後
見
も
な
く
不
遇
で
あ
っ
た
娍
子
を
、
ど
の
よ
う
に
物
語
に
位
置
づ
け
る
か

は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
『
栄
花
物
語
』
が
選
ん
だ
の
が
、
願
文
の
叙
述
を
利
用
す
る
と
い
う
手
段
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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追
修
願
文
は
、死
後
仏
事
に
際
し
て
作
ら
れ
る
仏
教
的
な
文
書
で
あ
り
な
が
ら
伝
記
的
な
性
質
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
そ
の
文
章
は
美
し
く
、

賛
美
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
は
こ
う
し
た
願
文
の
基
本
的
な
性
質
を
活
か
し
て
藤
原
娍
子
の
四
十
九
日
願
文
を
自
ら
の
歴

史
叙
述
に
利
用
し
、
自
ら
の
主
題
と
す
る
九
条
流
発
展
史
に
娍
子
が
う
ま
く
相
即
す
る
よ
う
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
『
栄

花
物
語
』
に
お
い
て
娍
子
の
四
十
九
日
追
修
願
文
は
、
娍
子
の
幸
い
を
賛
美
し
、
そ
の
幸
い
と
道
長
と
の
関
わ
り
を
示
す
こ
と
で
道
長
の

執
政
が
「
非
道
の
政
な
」
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
語
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
寵
愛
、
子
女
、
立
后
と
い
っ
た

娍
子
の
幸
い
は
、『
栄
花
物
語
』
は
道
長
の
為
政
者
と
し
て
の
理
想
性
を
証
す
も
の
と
し
て
『
栄
花
物
語
』
内
に
定
位
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
『
本
朝
続
文
粋
』
に
収
め
ら
れ
た
娍
子
の
四
十
九
日
追
修
願
文
を
手
掛
か
り
に
、
『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
藤
原
娍
子
の
叙

述
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
両
者
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
巻
第
二
十
五
〈
み
ね
の
月
〉
の
願
文
引
用
部
の
み

な
ら
ず
、
『
栄
花
物
語
』
は
娍
子
関
連
記
事
を
叙
述
す
る
に
あ
た
っ
て
、
と
く
に
立
后
・
寵
愛
・
子
女
に
つ
い
て
、
そ
し
て
崩
御
に
つ
い
て

語
る
に
際
し
て
、
願
文
を
原
資
料
の
一
つ
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
得
た
で
あ
ろ
う
。

　『
栄
花
物
語
』
は
藤
原
氏
九
条
流
の
発
展
史
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
理
想
的
な
為
政
者
道
長
の
あ
り
方
と
、
小
一
条
流
の
女
性
で
あ
り
な

が
ら
三
条
天
皇
の
皇
后
宮
と
な
っ
た
娍
子
を
ど
の
よ
う
に
折
り
合
わ
せ
て
語
っ
て
い
く
か
は
、『
栄
花
物
語
』
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ

た
。
『
栄
花
物
語
』
と
同
時
代
の
歴
史
を
語
る
『
大
鏡
』
で
は
、
娍
子
は
小
一
条
流
の
人
物
で
は
あ
る
が
、
忠
平
に
ま
で
血
を
遡
れ
ば
道
長

と
同
じ
一
門
と
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
点
か
ら
、
皇
后
宮
娍
子
の
存
在
を
道
長
の
栄
花
の
一
端
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

）
16
（

。
『
栄
花
物
語
』
も
、

そ
の
歴
史
叙
述
を
宇
多
天
皇
と
藤
原
基
経
（
忠
平
の
父
）
か
ら
開
始
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
『
大
鏡
』
の
よ
う
に
、
忠
平
に
ま
で
遡
り
、
道

長
と
の
血
縁
関
係
か
ら
娍
子
を
語
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
『
栄
花
物
語
』
は
、
そ
う
し
た
説
得
的
な
方
法
は
採
ら
な
か
っ
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た
。
娍
子
は
あ
く
ま
で
道
長
と
は
別
の
一
家
の
人
物
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
政
治
上
対
立
的
立
場
に
あ
る
女
性
な
の
で
あ
る
。

　『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
娍
子
は
、小
一
条
流
の
女
性
で
あ
り
な
が
ら
道
長
の
政
治
的
配
慮
に
よ
っ
て
「
女
の
幸
ひ
の
本
」（
①
五
〇
九
頁
）

と
も
な
る
べ
き
幸
い
を
得
た
人
物
と
し
て
語
ら
れ
る
。
道
長
と
娍
子
の
関
係
性
が
薄
け
れ
ば
薄
い
ほ
ど
、
娍
子
に
対
す
る
道
長
の
態
度
の

有
り
難
さ
が
際
立
つ
。
天
皇
の
後
見
を
つ
と
め
、
朝
廷
を
主
導
す
る
為
政
者
と
し
て
の
卓
絶
ぶ
り
が
、
本
来
な
ら
ば
道
長
と
は
後
見
関
係

に
な
い
娍
子
の
幸
い
を
具
体
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
は
、
娍
子
の
願
文
の
叙
述
に
着
想
を
得
て
、
そ
こ
に
あ

ら
わ
さ
れ
た
娍
子
賛
美
を
道
長
の
栄
花
と
折
衷
さ
せ
る
た
め
の
要
素
と
し
て
捉
え
直
し
、
道
長
の
執
政
の
非
道
な
い
こ
と
を
描
出
し
た
。

幸
い
な
娍
子
の
存
在
は
、為
政
者
道
長
の
理
想
性
の
証
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。『
栄
花
物
語
』
の
藤
原
娍
子
の
叙
述
に
お
け
る
願
文
利
用
は
、

為
政
者
と
し
て
の
道
長
の
在
り
方
を
示
す
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
1
） 『
栄
花
物
語
』
の
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
栄
花
物
語
』
（
全
三
巻
）
に
よ
り
、
以
下
書
名
を
省
き
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
巻
数
と

頁
数
の
み
を
表
記
す
る
。

（
2
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
当
該
本
文
は
、
底
本
梅
沢
本
の
本
文
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
に
中
央
大
学
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
と
注
し
、
さ
ら
に
願
文

引
用
部
分
は
願
文
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
校
訂
し
て
い
る
。
よ
っ
て
本
稿
の
考
察
に
用
い
る
に
は
不
適
当
と
判
断
し
用
い
な
い
。
本
稿
に
お
け
る
願
文

引
用
部
の
『
栄
花
物
語
』
は
、
富
岡
本
と
中
央
大
学
本
を
校
合
し
た
本
文
を
使
用
し
た
。

（
3
） 『
本
朝
続
文
粋
』
の
引
用
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
本
朝
続
文
粋
』
に
よ
り
、
以
下
、
引
用
に
際
し
て
書
名
や
頁
数
な
ど
を
省
略
す
る
。
訓
読
は
私
に

改
め
た
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
願
文
で
は
娍
子
の
名
を
「
藤
娥
子
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
『
小
右
記
』
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
四
月
二
十
七
日
条
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に
は
、

 

二
十
七
日
、
甲
子
、（
中
略
）
其
後
頭
弁
仰
云
、
宣
燿
殿
女
御
可
為
皇
后
之
宣
命
可
令
作
者
、
余
問
云
、
尊
中
宮
為
皇
后
、
以
女
御
可
為
中
宮
歟
、

云
、
只
可
為
皇
后
者
、
問
、
御
名
娍
子
歟
、
云
、
然
也
者
、

 

と
あ
っ
て
「
娍
子
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
娥
」
の
字
は
「
娍
」
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
。

（
4
） 

本
文
に
は
「
唯
」
と
あ
る
が
、
日
本
古
典
大
系
（
通
行
本
）
に
よ
っ
て
「
誰
」
に
改
め
た
。

（
5
） 

願
文
が
「
嶺
ノ

月
」
と
訓
じ
て
い
る
部
分
を
『
栄
花
物
語
』
が
「
嶺れ

い

月
」
と
し
て
い
る
点
（
現
存
の
『
栄
花
物
語
』
本
文
に
は
「
み
ね
の
つ
き
」
と
い

う
本
文
が
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
）
に
は
問
題
が
残
る
。
し
か
し
物
語
が
巻
第
二
十
五
の
巻
名
と
し
た
「
み
ね
の
月
」
は
願
文
を
由
来
と
す
る
こ

と
に
は
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
「
玉
屋
」
の
巻
名
も
伝
わ
る
（
こ
れ
も
娍
子
崩
御
記
事
を
由
来
と
す
る
）
な
ど
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
本

稿
で
は
こ
れ
ら
問
題
に
つ
い
て
は
措
く
。

（
6
） 

加
藤
静
子
「
『
栄
花
物
語
』
の
表
現
性
―
死
の
叙
述
を
め
ぐ
っ
て
、
和
漢
の
地
平
―
」
（
和
漢
比
較
文
学
叢
書
12
『
源
氏
物
語
と
漢
文
学
』
、
汲
古
書
院
、

一
九
九
三
年
九
月
）

（
7
） 

渡
辺
秀
夫
「
願
文
の
世
界
―
追
善
願
文
の
哀
傷
類
型
と
『
文
選
』
―
」
（
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
五
―
一
〇
、一
九
九
〇
年
十
月
）

（
8
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
通
じ
ず
、
「
参
ら
せ
き
こ
え
さ
せ
た
ま
は
ず
」
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
叙
述

は
『
栄
花
物
語
』
の
寛
弘
六
年
条
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
妍
子
は
十
一
歳
で
、
実
際
に
は
入
内
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

（
9
） 

例
え
ば
、

 

式
部
卿
親
王
以
雑
人
等
令
召
搦
加
賀
守
政
職
、
不
令
乗
車
、
籠
召
継
所
戸
調
陵
、
事
之
非
常
、
未
有
如
此
、（
『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）

六
月
十
六
日
条
）

 

あ
る
い
は
、
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又
云
、
式
部
卿
宮
可
被
打
定
頼
朝
臣
云
々
、
左
府
大
怒
、
吐
無
量
悪
言
、
々
及
主
上
、
聴
者
寒
心
、
一
有
事
縁
、
一
為
中
宮
々
司
云
々
、
極
有

片
腹
痛
御
詞
云
々
、
（
『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
二
月
八
日
条
）

 

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
敦
明
親
王
や
そ
の
周
辺
の
人
々
は
し
ば
し
ば
暴
力
沙
汰
を
起
こ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
者
の
例
で
は
道
長
を
激
怒
さ
せ
て

多
く
の
悪
言
を
吐
か
せ
、
そ
れ
が
三
条
天
皇
の
耳
に
入
っ
た
た
め
に
周
囲
の
者
は
肝
を
冷
や
し
た
と
い
う
。

（
10
） 

三
条
天
皇
の
皇
子
が
、昔
の
天
皇
に
劣
ら
ず
多
い
こ
と
が
話
題
に
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、四
人
の
皇
子
の
う
ち
、師
明
親
王
だ
け
が
『
栄
花
物
語
』

の
叙
述
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

（
11
） 

小
久
保
祟
明
『
大
鏡
の
語
法
』
（
一
九
八
五
年
十
月
、
明
治
書
院
）

（
12
） 

新
間
一
美
『
平
安
朝
文
学
と
漢
詩
文
』
（
二
〇
〇
三
年
二
月
、
和
泉
書
院
）

（
13
） 

福
長
進
『
歴
史
物
語
の
創
造
』
（
二
〇
一
一
年
二
月
、
笠
間
書
院
）

（
14
） 

注
10
参
照
。

（
15
） 『
権
記
』
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
八
月
八
日
条
に
は
、

予
競
馬
行
幸
之
日
、
見
諸
皇
子
、
儲
宮
同
在
其
列
、
容
体
非
異
例
人
、
無
龍
顔
、
儲
二
之
日
以
思
不
知
相
人
之
道
、
今
聞
此
事
、
不
□
前
日
奉
見
、

予
非
知
相
、
慮
外
見
及
也

 

と
あ
り
、
敦
明
親
王
が
凡
庸
な
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 『
大
鏡
』
で
は
娍
子
に
つ
い
て
、

 

こ
の
入
道
殿
下
の
御
一
門
よ
り
こ
そ
、
太
皇
太
后
宮
・
皇
太
后
宮
・
中
宮
、
三
所
出
で
お
は
し
ま
し
た
れ
ば
、
ま
こ
と
に
希
有
希
有
の
御
幸
ひ
な
り
。

皇
后
宮
一
人
の
み
、
筋
分
か
れ
た
ま
へ
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
れ
す
ら
貞
信
公
の
御
末
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
こ
れ
を
よ
そ
人
と
思
ひ
申
す
べ
き
こ

と
か
は
。
し
か
れ
ば
、
た
だ
世
の
中
は
、
こ
の
殿
の
御
光
な
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
き
に
、
こ
の
春
こ
そ
は
う
せ
た
ま
ひ
に
し
か
ば
、
い
と
ど
た
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だ
三
后
の
み
お
は
し
ま
す
め
り
。
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
三
一
三
～
三
一
四
頁
）

 
と
述
べ
、
「
筋
分
か
れ
た
ま
へ
」
る
小
一
条
流
の
娍
子
を
さ
え
、
「
貞
信
公
」
忠
平
に
ま
で
遡
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
長
の
血
脈
に
連
ね
、
「
よ
そ
人
」
で

は
な
い
と
説
明
し
、
娍
子
の
存
在
を
も
「
こ
の
殿
の
御
光
」
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
貞
信
公
の
御
末
」
と
い
う
同
族
意
識
は
、
た
と

え
ば
『
小
右
記
』
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
六
月
三
十
日
条
に

 

卅
日
、
丙
午
、
美
乃
俸
料
官
符
、
送
法
性
寺
座
主
院
源
僧
都
許
、
法
性
寺
御
願
礼
堂
作
料
也
、〈
先
朱
雀
院
、
〉
左
府
御
定
、
則
是
彼
僧
都
先
日
所
来
、

触
貞
信
公
一
門
納
言
以
上
国
俸
料
可
宛
彼
造
作
料
者
、
仍
所
施
入
也
、

 

と
あ
る
こ
と
か
ら
推
す
に
、忠
平
（
法
性
寺
）
関
連
の
仏
事
の
際
に
、
た
び
た
び
貴
族
同
士
の
共
通
認
識
と
し
て
確
認
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

（
二
〇
〇
九
年
度
博
士
前
期
課
程
修
了
／
神
戸
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


